




直百の二み 



V トラップの取付け方 

. トラップ取付部にストラッブ先端の細いヒ 
の部分を通し、通したヒモの輪にもう一方の 
.トラップの端を通して、引っ張って〈ださ 


* 詞節具の突起部は、フィルムの途中巻き戻しをする際、途中巻き 
戻しスイッチを巧すときにご使用〈ださい。 







责示パネル 


* 図は全ての;夜晶を点灯状態で示してあります。 



自分撮りモード撮影マーク 

遠貢撮影マーク 
撮影モード指標 

電ミ也マーク 




フアインダーと表示ランプ 


* H タイプの撮影フレームで説明いたします。 




1. 由户の 1 れぶ 



電池室カバーを矢げ方向へスラ 
イドさせると、カバーが開きます。 


* 電化を入れるときや交換するときは、 
必ず電源を OFF にしてから巧って〈だ 
さし、。 



電池の+、一を電池室内の表示に 
合せて正しい向きで入れ、電池室 
カバーを閉めて〈ださい。 



パワースイッチを押して電源を 
ON にし、撮影表示パネルを確認し 
てください。電池マークが黒く点 
灯していれば、電池容量は 0 K です。 


心敬化 爆発して大けがの危険があります。電ミ也を义の中に入れた 
^曰 n り、ショート、分解、加熱、充電をしないで〈ださい。 


ん敬た 電池は乳幼おの手の届かない場戸斤に保管して〈ださい。 
誤って飲み込むと死亡する危険があります。 










正常 交換時期電池容量なし 


(シヤッターは 
きれません） 


使用電池は、リチウム電池 ( CR 2: 
3 V )1 本です。 

* 撮影途中で電池マークが2/3白くなっ 
たら、最後まで撮影してフィルムを巻 
き戻した後、電あ交換してください。 


* 長期聞のお巧や、た〈さんの写真を撮 
るときには、モ楠の電池を用意するこ 
とをおすすめします。 

* 連続してフラッシュ撮影すると電化容 
量がかない表示になり、自動的にパワ 
一 OFFI こなることがあります。この場合、 
しばら〈待ってから電源 ON にしてくだ 
さい。電源 ON にしたときに、電化容量 
が十分な表示になれば、そのまま撮影 
力けられます。 

* 寒;令地(ほ温時）では電化の性能がほ下 
しますので、カメラを保温しながらご 
使用/ピさし、 

まれに、電池の容量が十分でも、容量 
が少ない表示になることがあります。 


電化交換するときのご;'主意 
1電化を換するときは、 必ず電源を OFF 
にしてから巧つてください。 

2) 電ミ也マークが全部白〈なると、シャツ 

3) 新品電池に交換後に電源 ON しても、電 
池マークが全部白〈なる場合は巧隋で 
す。当社サービスステーションにお持 
ちください。 




2 .力ートリジジの1れ-ぶ 


* 1 X 240 カートリツジフイルム （I SOI 00/200/400) をご使用 < だ 
さい。 


0カートリッジは分解しないで〈ださし、。 
0遮光ぶたを開けないで〈ださい。 

0使用が態マークおよびデータディスク 
を動かさないで〈ださい。 

0使用状態マークの未現像表示つめを巧 
らないでください。 

G カートリッジを磁石やスピーカーなど 
の電気製品の巧〈に置かないで〈ださ 
い。 


幸 APS フィルム （1 X 240 力ートリッジフィル*このカメラでは、使用状態マークが >(撮 
ム）は、従来のフィルム ( J 135 フィルム）と 影途中）、 X ( 擾影を)または ■ (現像を）を 

互換性はありません。 表示しているカートリッジは使用できま 

せん。使用状態マークが♦(未使用）の力 
-トリッジをご使用ください。 






0 カートリッジは逆向きなどお理な力 
で入れないで〈ださい。 

* 力ートリッジを入れると、フィルム 
の感度 （ I SOI 00/200/400) が自動的に 
セツトされます。 


フィ ルム室開放レバーを矢印方 
向へ回して〈ださい。 

フィルム室カバーが開きます。 

* 使用が態マークが•（未な用）レ:1巧の 
カートリツジは使用しないで < ださ 
い。 


カートリッジを、使用状態マー 
ク側を上にして入れ、フィルム 
室カバーをカチッというまで確 
実に閉じてください。自動的に 
フィルムを送り始めます。 






その後フィルムは、1枚目の撮 
影位置で自動停止します。 

* フィルムカウンターは残りの撮影で 
きるな数(規定撮影な数）を表示しま 
す。 



もし、フィルムが正しく送られ 
なかったときは、撮影表示パネ 
ルに "0" が点滅した後、消灯 
します。 

* この場合、未使用でも力ートリッ 
ジの使用状態マーク （♦) は撮影巧 
み ( x ) 表示となり、再使用はでき 
_な〈なります。_ 


♦使用状態マークが、撮影途中（>)、撮 
影巧み(换または現像巧み （■) を表 
示しているカートリッジは使用でき 
ません。 

これらのカートリッジを入れると糧 
影表示パネルじは "0" が点滅し、 
カートリッジの使用状態マークは撮 
影るみ (X) 表示になります。 


0撮影途中のフィルムがカメラに入 
つているときは、フィルム室開放 
レバーが ロ ック されます。 

フィルム室開放レバーを無理に操 
_作しないで〈ださい。_ 







リントタイプの w 


* 1本のフィルムの途中で、3種類のプリントタイプの 
切替えができます。 


* C / H / P の3種類のプリントタイプを選巧することができます。 


C タイプ H タイプ P タイプ 

口 □口 



プリントタイプ切替えレバーを 
動かして、ご希望に応にてプリン 
トタイプを切替えて〈ださい。 

* レバーの指標を、 C / H / P のいずれかの指 
標じ合わせてください。 


ファインダー内の撮影範因フレ 
ームが 切替わります。 

* 図の青い部分がそれぞれの写る乾囲で 
す。 

* C タイプは従来のプリントサイズ 、 H 
タイプはワイドなハイビジヨンサイズ、 
P タイプはパノラマサイズです。 


* P タイブの撮影画面では、被写がか 
ら 2 m な上離れて擾影することをお 
_すすめします。_ 







をリントタイブの切替えについて I 


* 3種類のプリントタイプの縦横比は、巧のようになります。 
〈カツコ巧が標準の縦横比> 


選巧したプリントタイプは、撮影時にフィルム上に 
化学記録されます。 

C / H / P のどのプリントサイズを選択してもフィルム 
上では常に H タイプの画面サイズで写し込まれます 
が、プリントの際には、光学記録したデータに基づ 
き、選がされたプリントタイブでプリントされます。 
(ネガカラーフイルム使用の場合） 


C タイブ 
(2:3) 



(ふつうのサイズ) 


H タイブ 
(9:16) 



P タイブ 
(1:3) 



4 . i^-h 


♦すべての撮影に共通する基本的な撮影の手 I 旧です。 



パワースイッチを押すと電源が ファインダーをのぞき、ズームレ シャッターボタンを深く静かに 
ON になります。 バーを左右に押して構図を決め 押し込み、シャッターをきって〈 

電源加!で、レンズが撮影位置 ます。 T 側に押すと望遠側 （40 國 ださい。 


(25 mm に角）まで繰り出して、撮影 
表示パネルの液晶が点灯します。 

* 前面のレンズが巧れていたら、柔らか 
い乾いたホで鞋〈巧き巧って〈ださし、。 


まで）、 W 側に押すと広角側 (25 mm 
まで）に画面が移動します。希望 
の構図になった所で指を離して 
止めて〈ださい。 


* 撮影が終わるとフィルムが1コマ自動 
的に送られ、フィルムカウンターの数 
字が1つ減算されます。 










撮影が終わつたら、パワースイッ 
チを押して電源 OFF にしてくださ 
い。レンズが収納され、レンズカ 
バーが閉まります。 

* 電源 OFF で撮影表示パネルの;夜晶は全 
てミ肖なします。 


電源 ON のまま約3分間操作をしないと、 
自動的にレンズが収納位置に戻り、レ 
ンズカバーが閉じて電源 OFF となりま 
す。撮影可能な状態に復帰させるには、 
パワースイッチを}申し直して〈ださし、。 


日中撮影の距離 


焦点距離! 

巧を巧巧 

25 mm 

1.2 m 〜〇〇 

40 mm 

1.6 m 〜《> 


*1.2 m 未満（25咖側）あるいは、 1.6 m 未 
満 (40 nmi 側）の日中撮影では、ピント 
_がぼける可能性があります。_ 





5 .りをフラッシュ巧巧 


* 暗いときはフラッシュが自動的に発光します。 



暗い巧でシャッターをきると、フ 
ラッシュが自動的に発光します。 


* フラッシュ撮影のときは、日中撮影 
時よりも近い距離にピントが合いま 
—す。_ 



フラッシュ撮影後の赤ランブ点 
灯は充電中です。 

この間シャッターはきれません。 


* 人物のフラッシュ撮影には、ホ目轻減 
撮影をおすすめします。 

* フラッシュを光時のシャツター速度は、 
最長約1/的秒までとなります。手ぶれに 
ごを意〈ださい。 


フラッシュ 撮影の足巨離 （ネガカラーフィルム使用の場合) 


フィルム感巧 

焦点拒お 

広ち巧お （25 mm ) |望る} i お (40 mm ) 

に0100 

1.0 m 〜 2.6 m 

1.4 m 〜 1.8 m 

に0200 

1 .Om 〜 3-7 m 

1.4 m 〜 2.5 m 

に0400 

1 .Om 〜 5.3 m 

1-4 m 〜 3.6 m 





6 .力ートリ♦ツジのかりごし-ぶ 



巻き戻しが完了すると自動的に "0" の点滅または液晶表示の消 
停止し、撮影表示パネルに "0" 灯を必ず確認した上で、 フィルム 
が約5砂間点減した後、液晶表示 室カバーを開けてカートリツジ 
が消灯します。 を取り出してください。 


フィルム規定枚数の撮影が終わ 
ると、自動的に巻き戻しが始まり 
ます。 

* フィルムカウンターは、巻き戻しに連 
動して、撮影済みのな数から減算表示 
していきます。 

居 S 〕一居 y — 





ほ温時にフィルムの巻き戻しが途中で 
止まり、フィルムカウンター表示が点 
滅したときは常温で電化交換後、途中 
巻き戻しスイッチを巧して巻き房して 
ください。 

写し終わった力ートリッジは、お早め 
に下記マークのある APS の現像プリン 
トサービス誌定店にお出し < ださい。 
現像プリントサービス認定店では APS 
独自の各種プリントサービスが可能で 
す。詳し < は店頭でお尋ねください。 



途中巻き戻しの方法 



途中巻き戻しスイツチをストラ 
ツプ調節具の突起部で押すと、撮 
影途中のフィルムの巻き戻しが 
できます。 

* フィルムカウンターは、巻き戻しじ連 
動して、撮影巧みの巧数から減算表示 
していきます。 

* 巻き戻し後の手順は、自動巻き戻しの 
場合と同じです。 


* 途中巻き戻しして取り出した力ート 
リツジの使用状態マークは X ( 撮影 
__る）となり、再使用はできません。_ 




撮影モードの切替えによるホ目軽減撮影、セル 
フタイマー撮影-自分撮りモード撮影、遠景撮 
影などの応用撮影について説明いたします。 



7. 巧巧モ—ドのか宦式 


* 被写体に応じて最適な露出方まを選択できます。 





<S> 0 ◎ A 



モードスイツチを押して撮影モ 
-ド指標 （▲) をみマーウ に合わ 
せます。 



シャッターボタンを押すと赤目 
軽減ランプが点灯した後にフラ 
ッシュが発光して撮影が終わり 
ます。 

* ホ目轻減ランプが点灯してからフラッ 
シュ発光までは約 0. 7秒かかります。こ 
の間、カメラを動かしたり、撮られる 
人が動かないようごミち意〈ださい。 

* 明るい巧ではホ目輯減ランプ点灯とフ 
ラッシュ発光はしません。 


赤目現まとは… 

暗い場所で人物のフラッシュ撮影をした 
ときに、フラッシュホが目の網慢じ反射し 
て目がホ〈経いて写ることがあります。こ 
れをホ目現象といいます。 

このモードでは、ホ目巧減ランプで瞳孔を 
小さ〈した上でフラッシュが発光します 
ので、ホ目現象の発生を轻減します。 

効果的な被写体 

暗い場所での人物のフラッシュ撮影。 

* 赤目較減効果の度合いには個人差があ 
りますが、ホ目現象を起こりに〈くす 
るには、 

① 撮られる人に、視線をランプの方へ 
まっすぐに向けてもらう 

② 撮りたい人になるベ〈あづいて撮影 
する 

などしてください。 






9. セルフタイマー巧巧 


くり フラッシュ自動を光 



モードスイッチを押して撮影モ シャッターボタンを押すとセル 
-ド指標 （▲) を&マークじ合わ フタイマーがスタートし、約10 
せます。 抄後にシャッターがきれます。 

* セルフタイマーのスタートと同時にセ 
ルフタイマーランブが約7秒間点滅し 
た後、約3か、間点灯してシャッターが 
きれます。 


* 兰脚をご使用〈ださい。 

* シャッターボタンはカメラのを側じ立 
つて巧してください。前側からでは正 
しいピント、露出が得られません。 

* セルフタイマーの作動をキャンセルし 
たいときは、パワースイッチを押して 
電源を OFF にしてください。 

* 撮影終了でモードは解除されます。 
続けてセルフタイマー撮影する場合は 
セットし直して〈ださい。 




10 ■白う、ぞ u モ-ドち巧 ラッシュ常時発光 


•自分撮りミラーァダブターの取付け方 

(付属の ミラー アダプターをカメ ラ 本体にお付けて場影します。） 



自分撮りモード使用上のごを意 
G フラッシュ発光で目を痛めるを陵があ 
ります。次のことを必ずお守り〈ださ 
い。 

-乳幼児と一緒に撮影しないで〈だ 

さし、 

-撮影距離を 0.5 m レ: i 下では使用しな 
いで< ださい 

-このモードを連続して使用しない 
で< ださい 

0自動車等の運お中に使用しないで〈だ 
さい。事巧の原因となります。 

参フラッシュを見つめて撮影すると、目に 
残像が残る場合があります。 


* ミラーアダプターを巧付けたままでも、ミ 
ラーを倒せばカメラケースに収納するこ 
とができます。 






•撮影お囲 

(撮影の際は、ミラーを起こし、ミラーで撮影範囲を確認してください。ミラーで確認でき 
る範囲は下図を参考にして〈ださい。） 


正面視(視差除く） 


ブリント範囲 


◎9 


叩 たジ巧 


◎ 


み 


ミラーに映る節囲 


ミラー確認イメージ 


◎ 




み 


© 


ブリントイメージ 




© 




* 図は、ミラーを正面から見た場合に撮 
影画像と対応させたもので、ミラーの 
正面な外からちた場合は構図が異なり 
ます。 

* 図のように、実際のプリントとミラー 
に映る宿図は左ちが逆になります。 

* ミラーで宿図をみめる場合は、おおよ 
その目安としてお使い〈ださい。 

また、構図に余裕をもたせるには 、 H 
タイプの撮影フレームで撮影すること 
をお割めします。 

C . P タイプの撮影フレームで撮影した 
場合、ミラーで確認した範囲巧でも、 
プリント時じ被写巧の一部がカットさ 
れることがあります。 

* ピント位置は、約 0.6 m に固定されます。 
* ピントの合う範囲は、約 0.5 m 〜 0. 9 m で 
す。 







モー ドスイッチを押して撮影 モ 
-ド指標 （▲) を巧 マー クに合わ 
せます。 


丰このモードを選巧すると、レンズ位置 
は自動的に広角側 (25 mm ) にセツトされ 
ます。望遠撮影はできません。 



カメラは、レンズ側を自分の方へ 
向けて持ち、ミラーで撮影範囲を 
確認の上、シャッターボタンを押 
して〈ださい。 

フラッシュが発光して撮影が終 
わります。 

* 擾影終了でモードは解除されます。 


* 撮影距離が 0.5 m レ: I 上となるよう、腕を 
伸ばしてカメラを持って〈ださい。 

* このモードで撮影する場合、手首にス 
トラップを通し巻き付けるなどして、 
カメラををとさないようじごミ主意< だ 
さい。 

* 手ぶれにごミち意〈ださい。 

* フラッシュは、明るいところでも常に 
を光します。 






A フラッシュを光なし 


< 〇 > 0 ◎ A 



モー ドスイツチを押して撮影 モ 
-ド指標 （▲) を A マー クに合わ 
せます。 


効果的な被写体 

①遺い風景 


* 夕■夜景など暗いときの撮影は、シャ 
ッターを度が遅〈なりますので、手ぶ 
れを防ぐために: E 脚をご使用〈ださし、。 
* フラッシュは発光しません。 


シャツ ターをきると、遠景にピン 
卜の合った撮影ができます。 




おをなた於 


* 下記性能については当社試験を件によります。 

* 製品の仕巧、か親については予告な〈変更することがあります。 


おホ 

:ズームレンズれ1 X 240レンズ シヤン ターがカメラ 


: 16.7 X 30.2 mm 




:巧原 ON でレンズカバーが巧きレンズが铁り出す、巧原 OFF でレンズが収納されレンズ 
カバーが閉じる、巧巧 ON のままの3分間揉作をしないと自動的に巧巧 OFF しレンズ収巧 

シャッター 

:巧りホ用プログラムシャッター、シャッター速度：が]1/15巧〜わ1/300巧 

焦点讀節 

:固を焦点（巧を巧强じよる法近2段階フォーカスゾーン切替え）、日中巧お巧囲： f =25 mm 
1.2 m 〜 00 . f =40 mm 1.6 m 〜〇〇、法ま巧を可能、自分巧りモード設定時はお 0.6 m じ固を 

巧出锅節 

: CdS を光巧子巧用ブログラム AE (中央重点刹化） 

巧出連動を囲 

: IS 0100 フィルム巧巧時 ： f =25 mm EV 9.5 〜 EV 16 、f =40 mm EV 10.5 〜 EV 16 

フィルム苗巧 

:自お設定（旧0100 /200 M 00) 

フアインダー 

:ま巧がズームファインダー、ファインダーわきにホランプ（点打：フラッシュおを中表示） 

フラッシュ 

:手ぶれお巧の低な巧時に自お発光するフラッシュマチック巧巧、お光間巧•お5巧、充電中は 
ホランプ点灯、連動範囲（ネガカラーフィルム巧用時）： OS 0100) f =25 mm 1.0 m 〜 2.6 
m , 1 =40 mm 1.4 m 〜 1.8 m 、 （ ISO 40 0) f =25 mm 1.0 m 〜 5.3 m , f =40 mm 1.4 m 〜 3.6 m 

プリントタイプ: 

:プリントタイプ切替えレバーによリファインダー的の巧お巧囲フレームを C タイプ， 

H タイプ， P タイプの3種巧に切替え、プリントタイプは巧お時にフィルムじ自お的に光学記 
録、フィルム途中の切替え可能 














モードが替え 

赤目 轻ぶ巧影、 セルフタイマー巧を、自分 巧り モード 巧彩、ぶを巧 わのをモードを进巧巧お 
<巧を巧示バネルにま示） 

セルフタイマー 

電子式、巧教時巧•お10巧、セルフタイマーランプが約7巧同点ミ度した巧【こお3巧巧点灯、 
途中お除可能 

フィルム給ぷ 

巧 動ま、フイルムまカバーを巧じるとスタートするワンタッチドロップインローデイング、 
自おをき上げ、フイルム規定: 巧 R 巧数の 巧 巧終了で自君)をき戻し、をき戻し巧自勤巧止、 
途中をき戻し可能、カートリッジ途中交み機おなし 

フィルムカウンター：巧算式、巧影可能巧巧を巧を表示/すネルに表示 

使用溫巧巧囲 

-10 で〜+50で 

巧;也寿を 

50%フラッシュ発光のとき約12本 （25 巧 巧り フィルム） 

巧巧 

リチウム巧巧 （ CR 2 - 3 V ) 1本 

大きさ 

92.5 X 59 X 28.5 mm 

質量 （至さ） 

135 g (巧 池別） 







